
『
大
石
兵
六
夢
物
語
』

の
新
出
写
本
二
種

伊
牟
田

京至

久

【
要
旨
】
鹿
児
島
の
古
典
文
学
『
大
石
兵
六
夢
物
語
』
の
現
存
す
る
八
穫
の
写
本
に
つ
い
て
は
、
前
に
調
査
・
考
察
の
結
果
を
報
告
し
た
(
「
大

石
兵
六
夢
物
語
」
の
写
本
H

一
九
九
四
年
)
が
、
新
た
に
二
種
の
写
本
が
架
蔵
に
帰
し
た
の
で
、
新
出
写
本
に
つ
い
て
の
報
告
と
前
稿
の
見
直
し

を
行
、
つ
。

ま
ず
、
架
蔵
A
本
(
本
文
は
前
稿
で
分
類
し
た
乙
類
本
)
は
、
挿
絵
に
見
る
べ
き
も
の
が
あ
る
の
で
、
大
石
兵
六
物
語
(
絵
巻
)
や
他
の
写
本

の
挿
絵
と
比
較
し
た
結
果
を
報
告
す
る
。

次
に
、
架
蔵
B
本
の
本
文
を
他
の
写
本
と
校
合
し
た
結
果
に
基
づ
い
て
考
察
し
、
次
の
諸
点
を
明
ら
か
に
す
る
。
①
架
蔵
B
本
の
本
文
は
、
前

半
部
は
乙
類
本
系
、
後
半
部
は
甲
類
本
系
、
と
い
う
混
成
本
文
で
あ
る
こ
と
、
②
前
稿
で
は
、
毛
利
家
旧
蔵
本
が
古
い
形
を
伝
え
る
本
(
甲
類

本
)
、
他
の
七
本
は
そ
れ
を
基
に
修
訂
・
増
益
し
た
本
(
乙
類
本
)
、
と
結
論
し
た
が
、
架
蔵
B
本
の
出
現
に
よ
っ
て
、
毛
利
家
旧
蔵
本
は
後
の
補

修
・
改
編
が
加
え
ら
れ
て
お
り
、
純
粋
に
古
い
形
を
伝
え
た
も
の
と
は
言
え
な
く
な
っ
た
こ
と
、
③
毛
利
家
旧
蔵
本
と
新
出
の
架
蔵
B
本
と
を
比

校
し
再
建
さ
れ
る
本
文
を
甲
類
本
と
認
め
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
、
④
架
蔵
B
本
が
混
成
本
文
と
な
っ
た
理
由
と
し
て
は
三
つ
が
考
え
ら
れ
る
こ

とキ
ー
ワ
ー
ド
一
大
石
兵
六
夢
物
語
、
本
文
の
修
訂
・
増
益
、
本
文
の
混
成
、
本
文
の
再
建
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は
じ
め
に

鹿
児
島
の
古
典
文
学
と
し
て
名
高
い
『
大
石
兵
六
夢
物
語
」
の
写
本
に
つ
い
て
は
、
以
前
に
も
報
告
し
た
こ
と
が
あ
る
(
以
下
「
前
稿
」

と
い
う
)
。
そ
こ
で
は
、
管
見
に
入
っ
た
写
本
人
種
を
検
討
し
、
甲
類
本
(
毛
利
家
旧
蔵
本
)
と
乙
類
本
(
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
本
、
鹿

児
島
県
立
図
書
館
蔵
の
五
本
、
お
よ
び
セ
イ
カ
食
品
株
式
会
社
本
の
計
七
本
)
に
分
類
し
、
比
較
・
考
察
し
て
、
「
甲
類
本
が
古
く
、

そ
れ

伊牟田:W大石兵六夢物語』の新出写本二種

を
基
に
修
訂
し
増
益
し
た
の
が
乙
類
本
で
あ
る
」
と
結
論
づ
け
た
。

そ
の
後
、
は
か
ら
ず
も
二
種
の
写
本
を
入
手
で
き
た
。

一
つ
は
平
成
九
年
九
月
に
箭
丈
堂
河
島
書
届
か
ら
購
入
し
た
本
(
以
下
「
架
蔵
A

本
」
と
呼
ぶ
)
、
今
一
つ
は
平
成
十
一
年
二
月
に
琳
浪
閣
書
作
旧
か
ら
購
入
し
た
本
(
以
下
「
架
蔵
B
本
」
と
呼
ぶ
)
で
あ
る
。
本
稿
は
、
こ

の
新
出
本
二
種
に
つ
い
て
報
告
す
る
と
と
も
に
、
前
稿
の
失
考
を
改
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
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「
架
蔵
A
本
」
に
つ
い
て

袋
綴
じ
、
縦
二
七
糎
、
横
一
九
・
四
糎
。
表
紙
(
表
裏
と
も
)
を
欠
く
。

一
丁
表
は
や
や
黒
く
す
す
け
て
お
り
、
他
の
丁
に
も
し
み
や
水

一
面
二
行
、

一
行
二
五
字
前
後
で
書
く
。
挿
絵
あ
り
。
天
明
四
年
十
一
月
の
奥
書
が
あ
る
が
、
東
大
史

を
含
ん
だ
跡
が
あ
る
。
七
九
丁
。

料
編
纂
所
蔵
本
や
セ
イ
カ
食
品
蔵
本
な
ど
と
同
じ
で
、
元
の
本
に
あ
っ
た
も
の
。
書
写
年
・
書
写
者
と
も
に
不
明
で
あ
る
が
、
江
戸
時
代
後

期
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。
本
文
は
乙
類
本
の
系
統
で
あ
る
が
、
か
な
り
の
誤
写
が
あ
り
、
本
文
の
傍
ら
に
補
訂
や
異
文
の
書
き
入
れ
が
多
数

見
ら
れ
る
。

こ
の
本
の
特
色
は
、
挿
入
さ
れ
た
絵
に
あ
る
。
精
巧
に
描
か
れ
、
彩
色
さ
れ
た
絵
が
、

二
三
場
面
あ
る
(
〔
図
1

〕

に
二
つ
場
面
の
絵
を

あ
げ
る
)
。

一
場
面
を
丁
の
裏
と
表
の
見
聞
き
に
描
く
の
を
原
則
と
す
る
が
、
吉
野
村
の
庄
屋
に
追
わ
れ
る
場
面
は
見
聞
き
二
つ
、
後
の
兵
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〔図 1)架蔵A本の挿絵から

(牛わく丸に呑まれそうになる)

(心岳寺の和l当に助けられる)
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伊牟回 『大石兵六夢物語jの新出写本

〔図21 r大石兵六夢物語jの写本の挿絵一「二才たちの評定jの場面一

(架蔵A本) (毛利家旧蔵本)

(セイカ食品本) (嘉永六年本)

(明治二十三年本) (書写年不l河本)
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六
の
帰
還
(
七
七
丁
の
表
)
と
友
達
の
出
迎
え
の
場
面
(
七
七
丁
の
裏
か
ら
七
八
丁
の
裏
ま
で
)
は
二
丁
続
け
て
お
り
、
す
べ
て
二
十
四
丁

分
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

「
大
石
兵
六
夢
物
語
」
は
、
そ
れ
よ
り
前
に
成
立
し
た
『
大
石
兵
六
物
語
」
と
い
う
絵
事
が
主
人
公
と
話
の
筋
(
構
成
・
展
開
)
を
受
け

継
ぎ
(
場
所
や
登
場
す
る
化
け
物
は
異
な
る
)
、
文
学
的
潤
色
を
加
え
て
新
た
な
物
語
と
し
た
も
の
で
、
若
年
層
を
対
象
と
す
る
、
娯
楽
性

No.2 

の
強
い
作
品
で
あ
る
。
従
っ
て
、
場
面
や
登
場
す
る
化
け
物
を
印
象
づ
け
る
た
め
に
、
当
初
か
ら
絵
を
伴
っ
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
(
「
白

序
」
に
も
「
側
ら
に
自
画
を
添
へ
侍
れ
ば
」
と
あ
る
)
。

Vo1.21 

『
大
石
兵
六
夢
物
語
』
の
現
存
す
る
写
本
の
中
で
最
も
古
い
形
を
伝
え
る
の
は
、
毛
利
正
直
自
筆
本
と
し
て
毛
利
家
に
伝
来
し
て
き
た
写

2∞o 

本
(
寄
贈
さ
れ
て
尚
古
集
成
館
が
現
蔵
。
以
下
「
毛
利
本
」
と
略
称
)
で
あ
る
が
、
現
存
本
の
絵
は
一
入
場
面
、
各
挿
話
(
章
段
)
の
終
わ

り
に
入
れ
る
の
を
原
則
と
し
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
本
は
伝
来
の
過
程
で
乱
れ
た
と
こ
ろ
が
あ
り
、
絵
も
一
部
脱
落
が
あ

-187-
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る
と
見
ら
れ
る
の
で
、
架
蔵
A
本
の
挿
絵
を
「
絵
巻
」
と
対
照
し
、
描
か
れ
た
場
面
を
整
理
す
る
と
、
表
の
よ
う
に
な
る
。

兵六物語(絵巻)の絵 架蔵A本の挿絵 章
段

二才たちの評定 二才たちの評定 ① 

兵六の出立(幣を担ぐ)兵六の出立(握り飯を

肩に) ② 

狐たち 狐たちの作戦会議

(妖怪たち) (化け物たち)

字蛇 茨木章子 ③ 

蓑婆上 重富一眼坊 ④ 

三つ眼I猿 茶屋女の抜け首 @ 

ぬらりひょん 三つ限旧猿坊 ⑥l 

頬紅太郎 くらま小坊主 ⑦ 

てれめんちっぺい ぬつぺつ坊 ⑧ 

とつくはう 牛わ〈丸 ⑨ 

ぬつぺっぽう 山辺赤蟹 ⑩ 

大女に出会う

→山姥となり追って

くる

狐を捕らえる

父に教戒され放す 父・兵部左衛門 ⑫ 」

狐を追う
⑬ 

女二人を捕らえる お菊を押え込む

武士に追いかけられる 吉野村の庄屋に追われ

る ⑭ 

和尚に助けられる

頭を剃られる 頭を剃られる
⑮ 

狐たち笑い踊る 狐たち笑い踊る

地蔵六体 二体の地蔵
⑬ 

二匹の狐をしとめる

二匹の狐を担いで帰る 狐を担いで帰る

友達の出迎え 友達の出迎え ⑫ 

祝宴



ど
こ
ま
で
を
一
場
面
と
見
る
か
明
確
に
し
え
な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
「
絵
巻
」
一
一
一
一
場
面
、
架
蔵
A
本
二
三
場
面
と
認
定
し
た
。
登
場

す
る
化
け
物
は
相
違
し
、
話
の
内
容
も
全
く
同
じ
で
は
な
い
が
、
大
き
な
筋
の
展
開
は
類
似
し
て
い
る
の
で
、
挿
入
さ
れ
る
絵
の
場
面
も
ま

た
類
似
性
の
強
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

表
の
中
に
あ
る
「
①
」

j

「
⑫
」
は
章
段
(
物
語
中
の
出
来
事
や
出
現
す
る
化
け
物
に
よ
っ
て
分
け
た
十
七
の
話
を
い
う
)
で
あ
る
。
こ

れ
を
見
る
と
、
架
蔵
A
本
の
絵
は
各
章
段
に
一
つ
を
原
則
と
す
る
が
、
場
面
の
転
換
の
あ
る
章
段
(
②
⑪
⑭
⑮
⑬
⑫
)
に
は
二
つ
の
絵
が
挿

伊牟田:W大石兵六夢物語』の新出写本二種

入
さ
れ
て
い
る
。

他
の
写
本
も
ほ
ぼ
同
じ
場
面
を
取
り
上
げ
る
が
、
架
蔵
A
本
と
異
な
る
点
を
摘
記
し
て
み
よ
う
。
(
参
考
ま
で
に
六
写
本
の

「
一
一
才
た
ち

の
評
定
」
の
場
面
を
〔
図
2
〕
に
一
不
す

毛
利
本
H
下
絵
ふ
う
の
絵
。
自
画
像
を
含
め
て
一
入
場
面
。
⑦
⑧
の
絵
は
一
部
を
欠
く
か
。
最
後
の
⑬
に
絵
が
な
い
の
は
脱
落
で
あ
ろ
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、つノ。

鹿
児
島
県
立
図
書
館
蔵
・
嘉
永
六
年
書
写
本
(
以
下
「
嘉
永
本
」
と
略
称
)
H
自
画
像
と
最
後
の
祝
宴
の
場
面
を
含
め
て
二
五
場
面
。

鹿
児
島
県
立
図
書
館
蔵
・
書
写
年
不
明
本
リ
二

O
場
面
。
出
立
・
狐
を
し
と
め
る
・
帰
還
・
出
迎
え
の
四
場
面
が
な
く
、
祝
宴
の
場
面
が

あ
る
。

鹿
児
島
県
立
図
書
館
蔵
・
明
治
二
十
三
一
年
本
H
二
七
場
面
。
自
画
像
あ
り
。
場
面
を
特
定
で
き
な
い
絵
も
あ
る
。
本
文
は
嘉
永
本
の
写
し

で
罫
紙
に
書
く
が
、
絵
は
白
紙
に
描
き
挿
入
す
る
(
順
序
を
誤
っ
て
綴
じ
た
所
も
あ
る
)
。
「
明
治
二
十
四
年
三
月
日

雲
遊
軒
勝
康

画
」
と
記
す
。
巧
み
な
絵
。

セ
イ
カ
食
品
株
式
会
社
蔵
本
H

絵
の
数
は
少
な
く
一

O
場
面
。
章
段
の
後
に
白
紙
を
綴
じ
た
ま
ま
の
所
が
あ
る
。
絵
を
描
く
予
定
で
あ
っ

た
が
、
未
完
に
終
わ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
前
半
の
場
面
の
絵
は
精
巧
で
あ
る
が
、
後
半
は
異
な
る
画
家
に
よ
る
も
の
か
。



な
お
、
明
治
以
降
の
刊
本
の
う
ち
、
明
治
十
八
年
刊
の
聾
城
館
本
(
伊
加
倉
某
訂
文
改
画
)

は
二
三
場
面
、
昭
和
四
年
刊
の
巧
芸
社
本

(
村
瀬
宜
得
校
註
井
画
)
は
二
二
場
面
で
あ
る
。

「
架
蔵
B
本
」
に
つ
い
て

No.2 

袋
綴
じ
、
縦
二
六
・
五
糎
、
横
一
九
・
四
糎
。
虫
損
・
手
ず
れ
の
あ
る
も
の
を
裏
打
ち
す
る
が
、
補
修
後
の
虫
損
も
あ
る
。
表
紙
(
黒
色
)

は
補
修
時
の
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
題
築
は
落
剥
し
て
い
る
。
本
文
は
六
九
丁
。

一
面
一

O
行、

一
行
二

O
字
前
後
で
書
く
。
挿
絵
は
な
い

Vo1.21 

が
、
章
段
の
終
わ
り
に
「
此
間
絵
あ
り
」
と
書
く
と
こ
ろ
が
あ
る
。
元
禄
十
三
一
年
正
月
の
奥
書
が
あ
る
が
、
嘉
永
本
(
奥
書
の
後
に
「
嘉
永
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六
年
丑
二
月
宮
里
氏
」
と
記
す
)
と
ほ
ぼ
同
じ
で
、
年
号
な
ど
は
戯
れ
て
書
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
書
写
年
・
書
写
者
と
も
に
不
明
で
あ
る

が
、
江
戸
時
代
後
期
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。
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こ
の
本
の
特
色
は
、
本
文
に
あ
る
。
写
し
は
や
や
雑
で
、
単
純
な
誤
写
も
多
く
含
ま
れ
て
い
る
が
、
本
文
を
細
か
く
検
討
す
る
と
、
初
め

のつ一

O
了
ほ
ど
は
乙
類
本
の
系
統
、
残
り
は
甲
類
本
の
系
統
と
認
め
ら
れ
る
。
し
か
し
、
後
半
の
一
部
に
は
毛
利
本
と
か
な
り
相
違
す
る
と

こ
ろ
が
あ
る
の
で
、
こ
の
架
蔵
B
本
が
新
た
に
見
出
だ
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
毛
利
本
の
み
を
他
の
写
本
と
区
別
し
て
甲
類
本
と
し
た
前

稿
は
、
検
討
し
直
す
必
要
が
出
て
き
た
の
で
あ
る
。

ま
ず
架
蔵
B
本
と
毛
利
本
な
ら
び
に
乙
類
本
と
の
本
文
を
比
較
し
、
章
段
ご
と
に
注
目
さ
れ
る
相
違
点
を
取
り
上
げ
(
例
の
引
用
は
代
表

的
な
も
の
に
と
ど
め
る
)
、
問
題
と
な
る
と
こ
ろ
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
な
お
、
各
写
本
は
略
称
(
架
蔵
B
本
H
B
、
毛
利
本

H
毛、

乙
類

本
H
乙
)
を
用
い
、
引
用
文
に
は
適
宜
句
読
点
や
濁
点
を
付
す
。

架
蔵
B
本
と
乙
類
本



[
自
序
]
他
本
と
の
聞
に
本
文
の
大
き
な
差
異
は
な
い
。
強
い
て
あ
げ
れ
ば
次
の
よ
う
な
も
の

(
B
・
乙
の
例
を
あ
げ
、
他
本
と
対
比
す
る
)
0

毛
利
本
は
「
白
序
」
と
い
う
見
出
し
も
な
く
、
巻
末
に
加
え
て
い
る
。
後
か
ら
補
っ
た
も
の
か
。

教
に
も
と
づ
け
り
(
毛
・
嘉
永
本
H
教
な
り

み
へ
侍
ら
ず
(
毛
H
見
得
ず

退
に
も
ま
た
(
毛
H
退
に
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{
①
二
才
た
ち
の
評
定
]
毛
利
本
と
乙
類
本
と
の
差
異
は
小
さ
い
。
架
蔵
B
本
は
、
次
の
例

(
B
・
乙
の
例
を
あ
げ
、
毛
と
対
比
)
で
も
わ

か
る
よ
う
に
、
乙
類
本
に
近
い
。
た
だ
し
、
「
ま
た
平
維
茂
も
同
所
に
お
い
て
化
物
を
平
ら
げ
た
り
」
の
一
行
を
脱
し
て
い
る
。

所
な
し
(
毛
H

所
な
し
。
な
か
な
か
我
が
党
の
力
に
及
ば
ず

-
木
綿
は
高
し
、
夜
は
長
し
、
衣
は
う
す
し
、
片
そ
ぎ
の
紙
子
の
羽
織
の
り
気
も
な
く
(
毛
H

木
綿
は
高
し
、
衣
は
う
す
し
)

190-

-
工
夫
は
な
し
(
毛
H
工
夫
は
な
し
、
斉
の
曇
子
と
人
は
い
ふ
と
も
、
立
ち
て
は
ら
さ
ん
も
の
は
そ
れ
只
兵
六
か
)

[
②
吉
野
狐
の
作
戦
会
議
]
毛
利
本
と
乙
類
本
と
の
本
文
の
差
異
は
大
き
く
、
架
蔵
B
本
は
明
ら
か
に
乙
類
本
の
系
統
に
属
す
。
相
違
点
を

整
理
し
、
主
な
例
を
あ
げ
て
み
よ
う
。

山
架
蔵
B
本
や
乙
類
本
に
は
、
次
に
あ
げ
る
よ
う
な
、
毛
利
本
に
は
な
い
本
文
が
あ
る
。
増
益
し
て
整
え
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

-
土
手
の
重
上
げ
堀
さ
ら
へ
、
四
時
の
普
請
を
こ
た
る
事
な
け
れ
ば
、
猫
の
入
る
べ
き
す
き
ま
も
な
し
。

-
其
上
、
兵
糧
は
い
な
ご
、
す
、
む
し
、
き
り
ぎ
り
す
、
雄
子
の
王
子
の
玉
く
す
り
、
山
の
ご
と
く
に
た
く
は
へ
あ
れ
ば
、
拾
年
龍
る

〈
乙
に
は
「
る
」
な
し
〉
穴
の
事
を
か
冶
ず
。

山
架
蔵
B
本
や
乙
類
本
の
本
文
は
、
毛
利
本
の
本
文
に
比
べ
て
、
改
め
た
り
加
え
た
り
し
て
整
え
た
と
こ
ろ
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。

例
の
み
あ
げ
る
。



-
し
の
び
の
狐
を
い
れ
置
、
夜
中
の
夜
廻
り
七
度
半
、
猫
に
化
け
ね
ず
み
に
ば
け
さ
せ
、
納
戸
の
す
み
迄
伺
は
す
れ
ば
、
妹
背
の
中
の

む
つ
ご
と
よ
り
米
銭
仕
繰
の
密
談
迄
、
皆
〈
B
に
な
し
〉
残
ら
ず
聞
届
く
れ
ば
、
人
の
強
弱
賢
不
首
、
鏡
に
か
け
て
み
る
よ
り
は
や

し
。
其
上
分
別
才
覚
あ
る
手
伝
共
を
択
び
、
棺
屋
溝
筋
、
洲
崎
の
辺
、
又
は
萩
原
天
神
山
、
南
泉
院
の
堀
の
め
ん
、
上
は
新
橋
射
場

の
下
、
其
外
諸
所
に
出
み
せ
を
は
り
か
け
(
毛
H

忍
び
の
狐
を
差
っ
か
は
し
、
荒
田
、
南
林
、
洲
崎
の
辺
、
南
泉
院
の
堀
の
め
ん
、

No目 2

背
は
げ
狐
を
軍
師
と
定
め
、
城
ヶ
谷
に
は
高
砂
狐
、
其
外
諸
所
に
出
み
せ
を
は
り
か
け
)

間
架
蔵
B
本
や
乙
類
本
の
本
文
が
、
毛
利
本
で
本
文
を
見
せ
消
ち
に
し
て
傍
書
(
例
で
は
↓
で
示
す
)
・
書
き
入
れ
・
貼
紙
な
ど
で
一
不
さ

Vo1.21 

れ
た
本
文
に
相
当
す
る
場
合
。
毛
利
本
か
ら
乙
類
本
へ
と
本
文
が
変
わ
っ
て
い
っ
た
様
子
を
う
か
が
わ
せ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

2α)() 

-
い
は
ん
や
廟
算
す
く
な
き
を
や
↓
勝
算
彼
に
あ
り
て
敗
形
我
に
あ
り

-
牟
礼
の
岡
高
く
↓
牟
礼
の
天
守
を
あ
げ
、
四
方
拾
里
を
目
の
下
に
見
卸
し
(
毛
H

貼
紙
)
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-
毛
色
相
違
な
く
↓
毛
色
を
相
し
る
し
と
し
、
馬
と
問
ば
鹿
と
答
へ
よ
、
同
志
喰
は
な
す
べ
か
ら
ず

-
古
人
も
時
や
す
け
れ
共
あ
や
う
き
を
わ
す
れ
ざ
る
を
以
武
備
と
す
と
い
へ
り
。
夏
の
日
衣
を
つ
く
り
て
寒
に
そ
な
へ
、
晴
天
に
か
ら

笠
を
張
て
雨
を
ま
っ
。
(
毛
H
書
き
入
れ

凶
架
蔵
B
本
・
乙
類
本
は
、
毛
利
本
と
は
表
現
が
異
な
る
。
毛
利
本
の
身
近
で
俗
な
語
句
表
現
が
、
改
ま
っ
た
そ
れ
に
な
っ
て
い
る
。

-
人
に
ほ
こ
り
、
お
の
れ
を
高
ぶ
り
、
多
言
に
し
て
口
舌
を
つ
、
し
ま
ず
、
是
則
か
れ
が
禍
の
門
に
し
て
、
し
か
も
枢
機
の
い
ま
し
め

も
な
く
、
耳
目
の
戸
、
ざ
し
厳
重
な
ら
ざ
れ
ば
、
し
の
び
を
入
る
に
た
よ
り
あ
り
。
い
は
ん
や
、
利
欲
の
す
き
ま
ひ
ろ
く
、
色
の
戸
口

も
常
に
ひ
ら
け
り
。
我
が
と
も
が
ら
、
是
等
の
ひ
ま
/
¥
よ
り
責
入
、
五
臓
六
騎
を
喰
ゃ
ぶ
り
、
恭
敬
篤
実
の
石
垣
を
踏
こ
ぼ
ち
、

終
に
明
鏡
の
台
を
乗
り
と
り
、
本
心
の
光
を
奪
ぬ
に
〈

B
は
虫
損
、
「
に
」
は
乙
に
よ
る
〉
さ
〉
ゆ
る
も
の
は
候
ま
じ

(毛
H
人
を

そ
し
り
、
を
の
れ
を
高
ぶ
り
、
も
は
や
鹿
児
島
に
人
な
し
と
お
も
へ
り
。
其
高
慢
西
田
の
橋
の
門
よ
り
も
高
し
。
是
則
取
入
べ
き
の



戸
口
な
り
。
し
か
の
み
な
ら
ず
、
利
欲
の
沙
汰
は
日
々
に
い
や
ま
し
、
煙
草
の
け
ぶ
り
た
冶
ん
聞
は
な
し
。
僅
十
八
九
才
の
兵
子
二

才
な
れ
ど
も
、
か
く
れ
/
¥
の
色
の
道
も
は
や
千
石
馬
場
よ
り
も
ひ
ろ
し
と
聞
く
。
是
又
伺
ふ
べ
き
の
す
き
ま
、
我
と
も
が
ら
の
仕

合
た
り
)

-
い
ま
だ
知
識
も
さ
だ
ま
ら
〈
B
は
手
ず
れ
、
「
さ
だ
ま
ら
」
は
乙
に
よ
る
〉
ざ
れ
ば
、
打
に
す
き
ま
は
い
か
ほ
ど
も
あ
り
。

い
は
ん

や
血
気
の
勇
な
る
を
や
。
先
祖
内
蔵
之
助
な
ど
が
ご
と
き
情
の
ね
れ
た
る
も
の
に
は
あ
ら
ず
。
向
所
鉄
壁
を
く
だ
く
と
い
ふ
と
も
、
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す
こ
し
も
恐
る
、
に
た
ら
ず
(
毛
H
む
ね
に
知
識
も
さ
だ
ま
ら
ざ
れ
ば
、
打
に
た
よ
り
の
有
馬
の
湯
、
ぬ
る
き
男
の
眼
こ
ざ
し
、
先

祖
内
蔵
之
助
な
ど
が
ご
と
き
情
の
ね
れ
た
る
も
の
と
は
み
へ
ず
。
向
ふ
所
鉄
壁
を
く
だ
く
と
い
へ
ど
も
、
比
自
是
血
気
の
勇
者
と
き
け

ば
、
す
こ
し
も
恐
る
に
た
ら
ず

同
そ
の
他
の
相
違
点
の
主
な
も
の
。
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-
先
祖
棚
唐
芋
が
ち
の
御
仏
銅
、
座
頭
の
あ
た
ま
に
に
ぎ
り
め
し
(
毛
H
先
祖
の
飯
、
座
頭
の
頭
に
に
ぎ
り
か
た
め
)

-
兵
法
の
肝
目
た
り
。
各
右
の
趣
を
心
頭
に
さ
し
は
さ
み
(
毛
H
兵
法
の
肝
目
、
孫
子
の
七
篇
只
此
一
句
に
あ
り
。
い
づ
れ
も
若
き
面
々

右
の
趣
を
心
頭
に
さ
し
は
さ
み

[
③
茨
木
童
子
]
架
蔵
B
本
と
乙
類
本
は
ほ
と
ん
ど
同
じ
。
毛
利
本
と
の
差
異
も
、
次
の
例
で
も
わ
か
る
よ
う
に
、
そ
れ
ほ
ど
大
き
く
な
い
。

-
夢
に
も
し
ら
ず
、
は
や
り
切
た
る
兵
六
な
れ
ば
(
毛
H

夢
に
も
し
ら
ず
)

-
金
札
壱
両
に
目
が
く
れ
(
毛
H
僅
か
の
金
札
壱
両
に
お
も
て
も
ふ
ら
ず
目
が
く
れ
て
)

2 

架
蔵
B
本
と
毛
利
本

(
I
)

[
④
重
富
一
眼
坊
]
架
蔵
B
本
は
、
初
め
の
一
二
丁
ほ
ど
は
乙
類
本
に
近
く
、
後
は
毛
利
本
に
近
い
。
と
は
い
え
、
初
め
の
部
分
の
差
異
は
、



次
の
例

(
B
・
乙
の
例
を
あ
げ
、
毛
と
対
比
)
に
見
る
よ
う
に
、
大
き
い
も
の
で
は
な
い
。

-
自
宅
の
光
は
な
ら
く
の
底
に
徹
し
(
毛
H
鈴
口
の
音
は
な
ら
く
の
底
に
徹
し
、
自
宅
の
ひ
か
り
は
ま
た
く
ら
や
み
を
照
ら
し
給
ふ
)

前
句
俳
話
(
毛
H
前
句
点
取
)

後
の
二
丁
は
、
独
自
異
文
「
上
筋
掛
て
小
指
を
し
め
」
は
あ
る
が
、
明
ら
か
に
毛
利
本
に
近
い
(
例
は

B
・
毛
を
あ
げ
、
乙
と
対
比
)
。

No.2 

雪
も
降
ず
、
且
又
さ
ま
に
逢
夜
で
も
な
し
(
乙
H
雪
も
降
ら
ず

-
あ
ん
ぽ
ん
丹
で
も
参
ら
ん
か
、
を
く
病
者
〈
毛
は
「
臆
病
虫
」
〉
に
は
第
一
の
妙
薬
(
乙
日
安
本
丹
で
も
参
ら
ん
か
)

Vo1.21 

犬
神
、
山
の
神
(
乙
H
犬
神
、
糞
壷
薬
師
、

一
二
三
四
五
六
地
蔵

2ωo 

-
残
り
け
る
こ
そ
奇
妙
な
れ
(
乙
H
残
り
け
る
こ
そ
不
思
議
な
れ
。
ひ
と
へ
に
天
狗
の
だ
ま
か
し
と
、
人
皆
舌
を
ふ
る
ひ
け
り
)

次
の
章
段
(
⑤
)
以
降
の
架
蔵
B
本
の
本
文
は
、
毛
利
本
の
本
文
と
近
い
関
係
に
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
の
章
段
は
架
蔵
B
本
の
本
文
の
大
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き
な
変
わ
り
目
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

[
⑤
茶
屋
女
の
抜
け
首
]
架
蔵
B
本
は
、
乙
類
本
に
存
在
す
る
、
章
段
の
初
め
の
「
生
質
の
勇
あ
り
、
血
気
の
勇
あ
り
l
野
狐
性
に
近
し
」

の
部
分
(
約
一
八

O
字
)
を
欠
く
な
ど
、
毛
利
本
に
近
い
。
た
だ
し
、
脱
文
(
一
行
分
)
が
あ
り
、
「
こ
こ
の
柳
の
ほ
ん
た
ん
も
ち
、
コ
一
寸

を
り
れ
ば
へ
そ
の
下
、
底
ほ
つ
く
り
さ
と
ふ
つ
ぼ
、
焼
餅
ち
ま
ん
ぢ
う
馬
の
だ
ご
」
(
毛
H

牛
の
牡
丹
餅
、
馬
の
だ
ご
。
乙
H

牛
の
牡
丹
餅
、

馬
の
だ
ご
、
く
さ
れ
め
ん
ざ
ん
、
か
ん
ぢ
ゃ
く
餅
)
、
「
身
を
く
る
し
む
る
こ
そ
、
う
た
て
か
り
け
る
こ
と
ど
も
な
り
」
(
毛
・
乙
H
身
を
く

る
し
む
る
う
た
て
さ
よ
)
と
い
う
独
自
異
文
を
持
つ
な
ど
、
相
違
点
も
あ
る
。

先
に
毛
利
本
と
の
共
通
点
と
し
て
「
生
質
の
勇
あ
り
j
」
が
欠
け
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
が
、
実
は
毛
利
本
は
こ
の
部
分
を
別
紙
に
書

き
、
本
に
挟
ん
で
い
る
。
同
様
の
例
は
、
他
に
も
、
「
恋
慕
の
思
ひ
」
の
本
文

(
B
・
毛
)
に
対
す
る
別
紙
に
「
恋
慕
の
慕
の
字
、
書
て
お

く
ら
ん
玉
章
の
雁
も
御
鷹
場
内
な
れ
ば
取
る
に
取
ら
れ
ぬ
さ
ま
の
袖
」
(
乙
も
同
じ
)
と
あ
り
、
ま
た
、
「
お
も
ひ
こ
が
れ
し
海
士
小
舟
、
さ



し
も
齢
は
和
歌
の
浦
、
髪
の
毛
し
ょ
っ
と
塩
風
に
」
の
本
文

(
B
・
毛
)
に
対
す
る
別
紙
に
「
塩
汲
替
す
さ
か
づ
き
の
、
さ
し
も
齢
は
二
拾

五
の
厄
に
も
ち
か
の
浦
風
に
」
(
乙
も
同
じ
)
と
あ
る
。
他
の
章
段
の
別
紙
・
貼
紙
も
合
わ
せ
考
え
る
と
、
こ
れ
は
毛
利
本
の
修
訂
案
で
あ

り
、
後
に
乙
類
本
の
本
文
と
な
っ
た
も
の
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。
と
す
れ
ば
、
毛
利
本
に
近
い
と
認
め
ら
れ
る
架
蔵
B
本
の
本
文
も
ま
た

「
大
石
兵
六
夢
物
語
」
の
原
形
を
伝
え
る
も
の
(
甲
類
本
)
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

上
記
の
他
、
毛
利
本
と
同
文
で
乙
類
本
と
は
異
な
る
例
を
二
つ
あ
げ
て
み
よ
う
。

伊牟田:r大石兵六夢物語』の新出写本二種

愛
は
名
に
お
ふ
葛
掛
原
、
〈
中
略
〉

却
も
い
つ
ぞ
や
み
よ
し
野
¥
四
月
四
日
の
御
馬
追
(
乙
H
愛
は
名
に
お
ふ
恋
の
山
、
逢
は
ぬ
を

う
ら
む
葛
掛
原
、
〈
中
略
〉

却
も
過
に
し
寅
の
年
、
吉
野
の
牧
の
御
馬
追
)
〔
図
3
参
照
〕

り

4
lケ

L

、
ち
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上
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-
不
作
法
な
、
只
に
は
得
こ
そ
立
せ
申
さ
じ
(
乙
H
無
作
法
な
、
き
て
も
い
な
人
い
な
舟
の
た
冶
の
り
せ
ん
と
は
ど
ふ
よ
く
な
、
す
ぐ
に

は
え
こ
そ
立
せ
申
さ
じ
)

[
⑥
一
三

J

眼
旧
猿
坊
]
こ
の
章
段
も
、
毛
利
本
に
近
い
。
た
だ
し
、
「
無
筆
の
名
は
隠
れ
は
ご
ざ
ら
ん
、
こ
れ
こ
れ
」
と
い
う
脱
文
が
あ
る
。

-
か
た
ち
は
如
猿
、
声
は
石
火
矢
、
コ
一
眼
の
光
り
玉
、
四
方
八
方
か
、
や
く
と
は
、
う
そ
か
誠
か
(
乙
H

頭
に
は
白
か
ね
の
針
を
植
へ
、

限
に
は
唐
金
の
鏡
を
掛
け
、
四
方
八
方
光
り
玉
、
光
る
と
い
ふ
も
偽
り
の
あ
る
世
な
り
せ
ば
、
お
の
づ
か
ら
、
我
ら
ご
と
き
の
化
物
ま



で
時
を
得
顔
は
ち
と
お
か
し

-
唐
い
も
盗
み
、
荒
田
の
は
ま
に
引
あ
み
の
(
乙
H
唐
芋
ぬ
す
み
、
根
掘
り
葉
を
引
く
大
根
の
、
名
も
天
道
の
お
そ
ろ
し
き
、
各
め
も
げ

に
や
あ
ら
た
な
る
浜
に
鵜
縄
を
引
網
の

架
蔵

B
本
や
毛
利
本
(
甲
類
本
)
の
表
現
を
も
と
に
し
て
、
修
飾
を
加
え
た
り
詳
し
く
し
た
り
し
た
の
が
乙
類
本
の
表
現
で
あ
る
と
言
え

Vo1.21 No.2 

る
(
他
の
章
段
に
も
類
例
は
多
い
)
。

[
⑦
く
ら
ま
小
坊
主
]
こ
の
章
段
も
、
毛
利
本
と
同
系
と
認
め
ら
れ
る
。

-
妖
怪
の
鬼
に
お
そ
わ
る
、
と
は
、
皆
是
お
の
が
ま
よ
ひ
よ
り
ぞ
苦
し
む
わ
ざ
な
れ
(
乙
H

妖
怪
の
鬼
に
お
そ
は
る
。
茄
子
を
踏
ん
で
慕

2ωo 

と
驚
き
、
縄
切
れ
を
見
て
く
ち
な
は
か
と
肝
を
消
す
も
、
皆
其
お
の
れ
の
気
騒
が
し
う
し
て
、
且
不
足
あ
る
が
故
な
り
。
行
く
と
し
て

し
か
も
化
物
な
ら
ざ
ら
ん
。
心
専
一
に
し
て
気
丹
田
に
お
さ
ま
ら
ば
、
何
れ
の
所
よ
り
か
邪
気
を
引
か
ん
)
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-
御
峰
入
の
は
な
む
け
に
(
乙
H
御
峰
入
を
な
さ
る
と
聞
け
ば
、
大
和
な
ら
ね
ど
吉
野
路
や
、
御
牧
の
馬
の
は
な
む
け
に
)

[
⑧
ぬ
つ
ベ
つ
坊
]
こ
の
章
段
も
、
毛
利
本
と
同
系
と
認
め
ら
れ
る
。

-
大
石
ど
の
に
見
参
せ
ん
と
、
大
手
を
広
げ
て
飛
か
;
り
ん
と
す
。
き
と
く
成
る
か
な
、
兵
六
は
(
乙
H
大
石
殿
に
見
参
し
、
夜
討
の
段

の
功
名
噺
緩
々
申
承
ら
ん
。
腰
抜
ず
に
御
物
語
候
へ
。
掘
っ
ら
ね
た
る
穴
か
し
こ
、
化
生
の
者
と
は
思
ひ
給
ひ
そ
。
ほ
ん
に
実
正
狐
性

院
、
こ
ん
/
¥
今
夜
は
く
わ
ん
/
¥
関
山
大
師
の
開
帳
、
歩
み
を
運
ぶ
女
中
方
、
都
て
町
家
の
腹
ふ
く
れ
、
猶
ふ
く
ら
か
し
た
ぶ
ら
か

し
、
人
の
油
の
酒
盛
に
、
や
が
て
浮
名
を
取
肴
、
揚
豆
腐
の
代
り
に
貴
様
の
片
足
御
奉
加
に
預
り
、
精
進
あ
げ
を
仕
り
、
元
気
を
繕
ひ

申
ベ
し
。
ど
う
ぞ
給
わ
れ
、
王
子
わ
れ
、
山
の
芋
さ
へ
き
ん
薬
師
、
弥
陀
、
如
来
、
観
世
音
、
唯
我
独
尊
、
天
と
地
を
さ
す
が
御
釈
迦

の
誕
生
の
ご
と
く
、
両
手
を
広
げ
て
踊
り
出
れ
ば
、
此
時
兵
六
)
〈
毛
は
他
に
別
紙
(
乙
に
ほ
ぼ
同
じ
)
を
挟
む
〉

乙
類
本
の
本
文
は
、
多
く
の
文
飾
を
加
え
長
文
化
さ
れ
て
い
る
。
他
に
も
甲
類
本
に
な
い
丈
を
補
っ
た
り
長
文
化
し
た
り
し
た
と
こ
ろ
が



あ
る
が
、
引
用
は
省
く
。
次
に
あ
げ
る
章
段
の
結
び
に
も
大
き
な
違
い
が
あ
る
。

-
秋
の
早
田
の
こ
づ
み
と
は
、
夜
明
て
後
に
ぞ
〈
毛
は
「
ぞ
」
な
し
〉
知
ら
れ
け
り
〈
毛
は
「
た
り
」
〉
(
乙
H

跡
に
鼠
の
皮
衣
、
取
落
し

て
ぞ
あ
る
に
こ
そ
、
是
は
実
正
狐
性
の
業
と
、
夜
明
て
後
に
し
ら
れ
け
れ
。
名
句
を
盗
む
も
猫
だ
ま
し
)

3 

架
蔵
B
本
と
毛
利
本
の
差
異

伊牟田 『大石兵六夢物語jの新出写本-種

[
⑨
午
わ
く
丸
]
こ
の
章
段
は
、
長
い
独
自
異
文
が
あ
り
、
注
目
さ
れ
る
。
章
段
の
終
わ
り
の
部
分
は
毛
利
本
と
同
じ
で
あ
る
が
、
初
め
か

ら
四
分
の
三
ほ
ど
は
大
き
く
異
な
り
、
毛
利
本
は
む
し
ろ
乙
類
本
に
近
い
。
毛
利
本
は
こ
の
部
分
を
別
紙
に
書
い
て
綴
じ
込
ん
で
お
り
、
脱

落
を
後
に
補
っ
た
も
の
(
乙
類
本
に
拠
る
か
)
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
と
す
れ
ば
、
架
蔵
B
本
こ
そ
甲
類
本
の
本
文
を
伝
え
る
も
の
と

い
う
こ
と
に
な
る
。
架
蔵
B
本
の
独
自
異
文
の
例
を
毛
利
本
・
乙
類
本
と
対
比
し
て
あ
げ
る
。
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-
生
く
さ
き
風
楓
と
吹
通
り
(
毛
・
乙
H

な
ま
く
さ
き
風
さ
っ
と
吹
き
通
り
、
虚
空
に
鉄
火
の
雨
を
降
ら
し
)

-
い
も
お
ふ
く
は
へ
、
紅
ひ
の
舌
を
ひ
ち
り
め
ん
と
は
き
出
し
、
さ
な
が
ら
平
氏
の
赤
旗
に
似
た
り
。
何
も
の
な
ら
ん
と
お
も
ひ
し
所
に
、

大
音
上
て
名
乗
様
(
毛
・
乙
H

い
も
多
く
生
へ
、

口
広
ふ
し
て
鼻
と
が
り
、
舌
長
ふ
し
て
紅
の
猛
火
を
吐
て
名
乗
ゃ
う
)

-
一
の
谷
の
戦
ひ
に
な
ぞ
ら
へ
、
む
れ
の
岡
よ
り
逆
落
し
(
毛
・
乙
H

牟
礼
の
岡
よ
り
逆
落
し
)

-
下
知
し
給
へ
ば
、
お
そ
ろ
し
な
ん
ど
段
の
浦
、
浪
と
ふ
/
¥
と
ど
っ
と
は
げ
し
き
夜
も
す
が
ら
、
修
羅
道
の
時
の
こ
ゑ
、
矢
さ
け
び
の

音
、
あ
ら
物
/
¥
し
や
と
い
ふ
ま
、
に
、
能
登
守
教
経
ど
の
は
昔
の
勇
士
、
大
盤
石
の
此
大
石
も
、
時
に
取
て
は
が
石
も
同
前
、
命
あ

り
て
の
茶
飯
か
け
、
死
で
の
仏
倒
何
か
せ
ん
と
(
毛
・
乙
H
下
知
し
結
へ
ば
、
兵
六
十
方
に
行
暮
て
〈
毛
は
「
兵
六
い
か
で
か
こ
と
ふ

ベ
き
」
〉
)
[
図
4
参
照
]

こ
れ
に
続
く
部
分
は
、
毛
利
本
と
同
じ
。
乙
類
本
と
対
比
し
て
一
例
の
み
あ
げ
る
。



-
勇
も
力
も
つ
き
弓
の
、
猛
き
心
も
か
わ
ら
け
の
あ
ぶ
ら
つ
き
に
は
あ
ら
ね
共
、
如
何
成
る
ゆ
へ
ん
の
む
く
ひ
に
て
、
か
冶
る
浮
目
に

(乙
H

勇
も
力
も
つ
き
弓
の
、
居
も
な
ら
ず
逃
も
な
ら
ず
、
身
を
苦
し
め
て
泣
わ
め
く
声
も
枯
野
の
く
つ
は
虫
、
か
か
る
浮
目
に
)
[
図

4
参
照
]
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4 

架
蔵

B
本
と
毛
利
本

(
E

[
⑩
山
辺
赤
蟹
]
こ
の
章
段
は
、
次
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
毛
利
本
と
同
系
と
認
め
ら
れ
る

(
B
・
毛
の
例
を
あ
げ
、
乙
と
対
比
す
る
)
。

-
足
を
ば
ひ
か
ざ
ら
ん
(
乙
H
足
を
ば
ひ
か
ざ
ら
ん
。
お
り
た
つ
田
子
の
み
づ
か
ら
は
、
切
て
も
切
れ
ず
打
て
も
砕
け
ず
。
若
も
手
向
ひ

す
る
も
の
は
、
和
歌
の
コ
一
神
の
御
罰
を
罷
蒙
る
べ
し



-
ゆ
る
す
べ
し
。
と
く
に
帰
て
書
付
お
け
(
乙
H
ゆ
る
す
べ
し
。
熊
野
の
午
王
持
来
た
れ
)

[
⑪
山
姥
]
こ
の
章
段
も
毛
利
本
と
同
系
と
認
め
ら
れ
る
。
特
徴
的
な
例
を
乙
類
本
と
対
比
し
て
引
く
。

-
粟
の
か
ゆ
〈
毛
は
「
湯
飯
」
〉
で
も
参
ら
せ
ん
と
、
薪
を
取
に
出
に
け
り
(
乙
刊
粟
の
湯
飯
で
も
調
へ
て
、
御
肌
を
あ
た
た
め
参
ら
せ

ん
と
い
ふ
に
、
や
さ
し
き
つ
く
ね
髪
、
か
、
る
気
色
は
有
明
の
か
げ
す
さ
ま
じ
き
山
中
に
、
薪
を
お
の
が
こ
ひ
妻
木
、
秋
山
人
な
ふ
し

て
独
相
求
れ
ば
、
伐
木
丁
々
と
し
て
山
更
に
か
す
か
な
り

『大石兵六夢物語』の新出写本一種

-
今
ま
で
や
さ
し
き
お
た
ふ
く
も
、
忽
ち
鬼
女
と
成
る
神
の
崩
れ
か
、
る
(
乙
H
今
ま
で
や
さ
し
き
有
様
も
、

い
っ
そ
の
程
に
引
替
て
、

頭
に
は
椋
旦
口
の
皮
を
い
た

7
き
、
ひ
た
い
に
は
枯
木
の
角
を
植
、
悪
念
妄
想
の
塵
積
り
、
忽
ち
山
姥
と
な
る
か
み
の
崩
れ
か
冶
る
)

[
⑫
父
・
兵
部
左
衛
門
]
こ
の
章
段
も
毛
利
本
と
同
系
。
特
徴
的
な
例
を
乙
類
本
と
対
比
し
て
引
く
。

-
忠
は
桜
島
よ
り
高
く
、
信
は
前
の
浜
よ
り
深
し
(
乙
H

忠
は
釜
山
の
い
た
だ
き
よ
り
も
高
く
、
信
は
澗
川
の
底
よ
り
も
深
し
)
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-
露
を
そ
ぼ
ち
て
は
る
ノ
¥
と
、
こ
れ
ま
で
来
る
親
心
(
乙
H
野
辺
の
篠
原
ふ
み
し
だ
き
、
露
を
そ
ぼ
ち
て
は
る
/
¥
と
、
是
ま
で
来
る

父
が
恩
愛

[
⑬
美
女
二
人
]
毛
利
本
と
乙
類
本
と
は
、
本
文
に
か
な
り
大
き
な
相
違
が
あ
る
。
架
蔵
B
本
は
、
長
い
独
自
異
文
(
積
る
ふ
じ
ゃ
ま
雪
の

伊牟田

肌
へ
の
人
穴
は
身
の
毛
も
よ
だ
つ
ば
か
り
な
れ
ど
も
さ
す
が
大
石
の
手
練
ほ
ど
あ
っ
て
)
と
脱
文
(
一
行
分
)
は
あ
る
が
、
毛
利
本
と
同
系

と
認
め
ら
れ
る
。
特
徴
的
な
例
を
乙
類
本
と
対
比
し
て
あ
げ
る
(
「
伊
勢
物
語
』
の
歌
を
も
じ
っ
た
部
分
な
ど
乙
類
本
の
大
き
な
特
徴
で
あ

る
が
、
長
文
に
わ
た
る
の
で
引
用
は
省
く
)
。

-
尾
ば
な
の
か
ん
ざ
し
、
木
の
葉
の
く
し
、
今
時
は
や
り
の
竹
の
ふ
し
、
〈
中
略
〉
桃
〈
B
は
「
丹
」
と
傍
記
〉
花
の
口
ぴ
る
、
匂
ひ
袋

の
な
つ
か
し
く
、
梅
と
桜
の
色
衣
(
乙
H

尾
花
の
か
ん
ざ
し
、
落
葉
の
櫛
ょ
に
も
、
つ
つ
く
し
竹
の
ふ
し
、

〈
中
略
〉
丹
花
の
口
び
る
、

い
と
ど
匂
ひ
も
な
つ
か
し
の
、
菊
と
桔
梗
の
裾
ち
ら
し
、
ど
ち
が
妹
ど
ち
が
姉
)
〈
毛
は
「
に
ほ
ひ
袋
の
」
以
下
、
本
文
を
消
し
て
乙



の
形
を
傍
書
〉

-
今
は
〈
二
字
、

B
に
な
し
〉
何
を
か
っ
、
む
べ
き
。
お
き
く
、
お
け
さ
と
申
ま
し
て
、

い
ふ
に
及
ば
ぬ
山
そ
だ
ち
、
都
の
は
な
の
色
の

み
ち
、
〈
中
略
〉
さ
れ
ば
〈
毛
は
「
さ
ら
ば
」
〉
子
細
を
語
り
申
さ
ん
(
乙
H

我
も
名
の
あ
る
花
の
た
ね
、
ひ
と
り
は
結
梗
、
ひ
と
り
は

菊
、
皆
隠
逸
の
家
に
か
し
づ
か
れ
、
、
っ
き
世
の
花
の
色
の
道
、
〈
中
略
〉
今
は
何
を
か
隠
す
べ
き
)

No.2 

第
一
例
は
、
毛
利
本
の
傍
書
が
乙
類
本
の
本
文
と
な
っ
て
い
る
(
同
様
の
ケ
I
ス
は
前
に
も
あ
っ
た
)
が
、
す
ぐ
後
の
久
米
仙
に
関
わ
る

本
文
の
傍
書
は
乙
類
本
と
は
異
な
る
。
第
二
例
で
は
女
の
名
の
一
つ
が
「
お
け
さ
」
と
「
桔
梗
」
と
異
な
っ
て
い
る
の
は
大
き
な
相
違
点
。

Vol.21 

こ
れ
は
第
一
例
の
着
物
の
柄
と
も
関
係
が
あ
る
。

2氏氾

[
⑭
庄
屋
に
捕
え
ら
れ
る
]
毛
利
本
と
乙
類
本
と
は
、
本
文
に
か
な
り
大
き
な
相
違
が
あ
る
。
特
に
庄
屋
と
和
尚
の
言
葉
は
、
乙
類
本
で
大

き
な
増
益
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
さ
れ
る
(
次
に
引
用
す
る
第
二
例
は
和
尚
の
言
葉
)
。
架
蔵
B
本
は
、
独
自
異
文
(
我
君
よ
り
も
給
わ

-199-
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ら
ん
御
牧
の
駒
を
ぬ
す
み
取
〈
毛
・
乙
H
御
牧
の
駒
の
う
そ
く
り
毛
。
た
だ
し
乙
は
「
う
そ
月
毛
」
〉
)
と
二
か
所
の
脱
文
(
一
行
と
四
行
)

が
あ
る
が
、
毛
利
本
と
同
系
と
認
め
ら
れ
る
。
特
徴
的
な
例
を
乙
類
本
と
対
比
し
て
あ
げ
る
。

-
我
も
吉
野
の
せ
な
は
げ
が
娘
、
我
身
其
侭
消
ぬ
〈
毛
は
「
き
つ
ね
」
〉
と
も
、
虎
狼
共
鼠
と
も
形
を
か
わ
し
、
此
縄
を
唯
一
か
み
に
か

み
切
て
(
乙
H
我
も
吉
野
の
霜
き
つ
ね
、
寒
さ
痛
さ
は
皆
お
な
じ
、
我
身
其
ま
、
鼠
と
も
虎
狼
と
も
か
た
ち
を
変
し
、
心
に
染
ぬ
色
の

縄
、
只
一
か
み
に
か
み
切
て
)
〈
毛
は
一
部
を
消
し
乙
の
形
を
傍
書
〉

-
況
や
山
坂
の
掛
引
は
一
心
〈
毛
は
「
身
」
〉
の
心
掛
、
別
而
殊
勝
の
至
な
り
(
乙
H
其
上
山
坂
の
か
け
引
、
水
練
の
達
者
、
角
力
、
腕

押
、
惣
て
早
業
か
ん
ぢ
う
業
は
皆
一
身
の
心
掛
に
し
て
、
壮
士
の
専
ら
事
と
す
る
所
、
出
家
の
身
に
さ
へ
別
而
殊
勝
に
存
る
な
り
)

第
二
例
に
続
い
て
乙
類
本
は
、
架
蔵
B
本
と
毛
利
本
に
は
な
い
二
百
字
以
上
の
本
文
を
持
つ
。
ま
た
、
こ
の
章
段
の
最
後
は
、
乙
類
本
で

は
「
心
岳
寺
山
に
ぞ
入
に
け
り
」
で
終
わ
る
が
、
架
蔵
B
本
・
毛
利
本
な
ら
び
に
嘉
永
本
に
は
、
さ
ら
に
次
の
文
が
続
い
て
い
る
。



-
き
の
ふ
ま
で
は
暴
虎
清
河
の
勢
ひ
あ
り
し
も
、
捨
る
時
は
鼠
と
な
り
、
生
を
む
さ
ぼ
り
命
を
お
し
み
、
一
屑
を
す
ほ
め
て
お
の
れ
と
下
り
、

お
も
ひ
を
こ
が
し
胸
を
い
た
め
、
他
人
を
う
ら
む
葛
か
づ
ら
、
み
づ
か
ら
し
め
て
我
身
を
く
る
し
む
、
世
間
の
小
人
又
か
く
の
ご
と
し
。

是
皆
心
術
の
正
し
か
ら
ざ
る
故
な
り
。
患
難
横
逆
に
あ
ふ
て
終
に
其
節
操
を
失
ふ
、
あ
き
ま
し
か
り
け
る
事
共
な
り
。
唯
君
子
而
己
し

か
ら
ず
。
年
寒
く
〈
B
は
手
ず
れ
あ
り
〉
し
て
は
じ
め
て
松
柏
の
し
ぼ
め
る
に
お
く
る
る
事
を
〈

B
は
手
ず
れ
あ
り
〉
し
る
の
み
。

[
⑮
心
岳
寺
で
坊
主
に
さ
れ
る
]
こ
の
章
段
も
、
毛
利
本
と
乙
類
本
と
は
、
本
丈
に
か
な
り
大
き
な
相
違
が
あ
る
。
特
に
初
め
の
心
岳
寺
の

伊牟田・『大石兵六夢物語Jの新出写本λ種

さ
ま
や
禅
問
答
・
和
尚
の
説
法
に
つ
い
て
は
、
乙
類
本
で
大
き
な
増
益
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
さ
れ
る
(
寺
の
さ
ま
の
部
分
は
、
毛
利
本

の
行
聞
に
小
字
で
多
く
の
書
き
入
れ
が
あ
り
、
こ
れ
が
乙
類
本
の
本
文
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
書
き
入
れ
に
は
判
読
困

難
な
と
こ
ろ
が
多
い
)
。
架
蔵
B
本
は
、
脱
文
(
一
行
分
)
や
小
さ
な
誤
写
は
あ
る
が
、
毛
利
本
と
同
系
と
認
め
ら
れ
る
。
前
記
以
外
の
特

徴
的
な
例
か
ら
一
つ
だ
け
、
乙
類
本
と
対
比
し
て
あ
げ
る
。
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-
和
尚
も
小
僧
も
共
〈
毛
は
「
皆
」
〉
狐
、
寺
も
座
舗
も
い
つ
の
間
に
、
吉
野
の
原
の
白
露
と
、
消
へ
て
跡
な
き
浅
茅
原
、
虫
よ
り
外
の

音
も
な
く
〈
毛
は
「
な
し
」
〉
野
べ
の
松
〈
毛
は
「
秋
」
〉
風
身
に
し
ん
で
〈
毛
は
「
し
み
て
」
〉
そ
ら
れ
た
あ
た
ま
の
ひ
へ
/
¥
と
、

御
牧
の
駒
の
ふ
ん
の
上
、
尻
に
べ
っ
た
り
赤
小
豆
あ
れ
、
だ
ん
ご
こ
ろ
び
に
臥
た
り
け
り
(
乙
H
今
迄
は
さ
し
も
と
ふ
と
か
り
し
大
和

尚
、
四
つ
足
見
せ
て
は
ら
ば
ひ
給
ひ
、
九
条
の
袈
裟
は
九
つ
の
尾
と
ふ
り
か
は
る
土
寸
の
内
、
小
僧
も
児
も
皆
狐
、
お
の
が
さ
ま
/
¥
赴

う
せ
て
、
行
衛
も
更
に
白
露
の
、
玉
を
か
ざ
り
し
宮
殿
楼
関
、
花
を
し
き
た
る
釈
迦
堂
ま
で
、
朝
日
に
向
ふ
霜
柱
、

一
つ
池
山
へ
二
つ
消
山

ゆ
る
と
見
る
う
ち
に
、

一
宇
も
残
ら
ず
倒
れ
尽
し
て
、
僅
に
石
ず
へ
の
跡
か
た
も
な
く
な
り
、
人
も
か
よ
は
ぬ
浅
茅
原
、
こ
れ
や
狐
の

ふ
し
ど
も
は
、
始
て
驚
く
計
な
り
。
只
松
風
の
楓
々
た
る
声
あ
た
ま
の
上
に
ひ
へ
/
¥
と
し
て
、
鈴
虫
の
粛
々
た
る
声
、
ど
ふ
や
ら
耳

の
あ
た
り
物
さ
び
し
。
ひ
と
り
広
々
た
る
原
頭
に
眼
を
ひ
ら
き
、
花
の
波
寄
る
蕎
麦
は
た
け
、
海
と
見
る
目
の
ふ
か
く
さ
よ
、
霜
の
早

く
も
打
殺
さ
ば
、
か
、
る
う
き
目
は
見
る
ま
じ
も
の
を
と
、
打
ま
ろ
び
打
か
へ
り
、
茅
の
む
し
ろ
の
荒
男
、
し
ほ
/
¥
と
し
て
泣
く
ば



か
り

5 

架
蔵
B
本
と
甲
類
本

[
⑮
狐
二
匹
を
捕
え
る
]
こ
の
章
段
の
架
蔵
B
本
の
本
文
は
、
初
め
の
約
一
丁
ほ
ど
は
毛
利
本
と
も
乙
類
本
と
も
異
な
る
(
毛
利
本
は
乙
類

No.2 

本
に
近
い
)
が
、
残
り
の
一
丁
余
は
毛
利
本
と
同
系
と
認
め
ら
れ
る
。
実
は
、
毛
利
本
の
こ
の
章
段
の
初
め
の
一
丁
は
、
乱
丁
が
あ
り
数
丁

後
に
綴
じ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
も
、
こ
の
丁
の
最
後
が
「
抜
て
後
ろ
に
」
で
終
わ
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
次
に
相
当
す
る
丁
が
「
抜

Vo1.21 

て
う
し
ろ
に
か
く
し
」
で
始
ま
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
見
て
、
こ
の
丁
が
脱
落
し
て
い
た
の
を
後
に
補
っ
た
も
の
で
あ
り
、
毛
利
本
に
は
問
題

2ωo 

が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

章
段
の
初
め
の
部
分
の
特
徴
的
な
例
を
、
毛
利
本
・
乙
類
本
と
対
比
し
て
あ
げ
る
。

ハU
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-
狐
も
今
は
せ
ん
か
た
な
く
、
地
蔵
菩
薩
に
身
を
現
じ
(
毛
・
乙
H
狐
も
今
は
せ
ん
方
や
並
木
の
下
に
走
り
込
み
、
身
を
か
は
す
か
と
見

え
た
り
〈
乙
は
「
た
り
」
な
し
〉
し
が
、
二
林
の
地
蔵
忽
ち
に
出
現
し
)

-
定
而
狐
の
化
物
な
ら
ん
と
、
ち
か
く
立
よ
り
つ
く
/
¥
み
れ
ば
、
直
に
、
池
田
庄
左
衛
門
三
千
俵
か
ら
い
も
申
請
願
成
就
の
為
建
立
す

る
者
也
、
と
あ
り
(
毛
・
乙
H

是
も
狐
の
化
身
な
ら
ん
と
、
近
く
立
寄
り
、
苔
を
落
し
て
〈
五
字
、
乙
に
な
し
〉
つ
く
/
¥
み
れ
ば
、

学
者
の
く
せ
の
碑
の
銘
あ
り
。
苔
を
落
し
て
能
々
み
れ
ば
〈
十
字
、
毛
に
な
し
〉
何
の
用
捨
の
あ
ら
ば
こ
そ
、
直
に
差
付
け
、
池
田
庄

左
衛
門
三
千
石
米
申
請
ん
が
た
め
諸
〈
五
字
、
乙
に
な
し
〉
願
成
就
是
れ
を
奉
寄
進
〈
六
字
、
乙
は
「
の
為
に
」
〉
建
立
す
る
も
の
也
、

子
時
、
水
徳
元
年
、
本
邦
世
学
事
、
藤
原
の
周
信
誌
、
と
あ
り
)

こ
れ
を
見
る
と
、
架
蔵
B
本
が
古
い
形
を
伝
え
る
も
の
(
甲
類
本
)
、
毛
利
本
に
は
脱
落
が
あ
り
、
そ
の
部
分
を
修
訂
し
た
本
(
乙
類
本
)

か
ら
補
っ
た
も
の
、
と
判
断
せ
ざ
る
を
得
な
い
。



章
段
の
後
半
部
は
、
次
に
見
る
よ
う
に
、
架
蔵
B
本
と
毛
利
本
と
は
同
系
と
認
め
ら
れ
る

(
B
・
毛
の
例
を
あ
げ
、
乙
と
対
比
す
る
)
。

-
た
と
へ
腹
わ
た
づ
た
/
¥
に
切
ゃ
ぶ
り
て
、
其
侭
に
汝
が
肉
を
喰
ふ
て
も
ま
だ
あ
き
〈
二
字
、
毛
に
な
し
〉
足
ら
ず
(
乙
H
た
と
へ
腹

わ
た
切
ゃ
ぶ
り
、
汝
が
肉
を
喰
ふ
て
も
ま
だ
足
ら
ず

-
夫
よ
り
狐
の
輩
は
、
虎
の
威
〈
毛
は
「
威
勢
」
〉
を
お
の
づ
か
ら
失
ひ
、
己
と
肝
を
ひ
や
し
て
遠
く
退
き
、
小
人
の
道
次
第
に
ふ
さ
が

り
、
文
武
の
門
益
々
開
け
(
乙
H
大
木
壱
本
倒
る
れ
ば
小
木
千
本
の
な
や
み
に
て
、
夫
よ
り
狐
の
輩
は
、
虎
の
威
勢
を
お
の
づ
か
ら
失

伊牟田:r大石兵六夢物語jの新出写本二種

ひ
、
己
と
肝
を
冷
し
て
遠
く
退
き
、
程
朱
の
源
ま
す
/
¥
深
く
、
但
僚
が
流
れ
い
よ
/
¥
浅
く
な
り
て
、
飛
鳥
川
濁
る
淵
瀬
も
替
れ
ば

清
く
、
武
士
の
道
中
高
く
な
り
、
町
家
の
溝
次
第
に
ふ
さ
が
り

[
⑪
兵
六
の
帰
還
]
こ
の
章
段
は
、
⑬
と
は
逆
に
、
初
め
の
一
丁
ほ
ど
は
毛
利
本
に
近
い
(
一
部
に
独
自
異
文
あ
り
)
が
、
後
の
二
丁
ほ
ど

は
毛
利
本
と
も
乙
類
本
と
も
異
な
る
(
毛
利
本
は
乙
類
本
に
近
い
)
。
毛
利
本
は
途
中
に
別
紙
一
枚
(
初
め
の
「
折
ふ
し
に
」

は
前
の
丁
の

202-

最
後
と
重
複
)
を
綴
じ
込
ん
で
い
る
(
後
か
ら
補
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
)
が
、
そ
れ
以
降
が
架
蔵
B
本
と
は
異
な
る
の
で
あ
る
。

章
段
の
初
め
の
部
分
の
特
徴
的
な
例
を
、
乙
類
本
と
対
比
し
て
あ
げ
る
。

-
夢
と
覚
め
、

の
ど
筋
通
ら
ん
〈
毛
は
「
通
れ
ば
」
〉
い
た
さ
を
も
、
は
や
忘
る
冶
は
世
の
習
ひ
、
兵
六
余
り
の
う
れ
し
さ
に
〈
十
字
、

毛
に
な
し
〉

一
首
の
歌
を
つ
ら
ね
け
る
。
あ
す
も
ま
た
狐
を
取
て
か
へ
ら
め
や
茶
飯
喰
ふ
う
へ
腰
の
万
も
〈
四
五
旬
、
毛
は
乙
類
本
に

同
じ
〉
(
乙
H

夢
と
さ
め
、
煮
る
や
狐
の
舌
の
汁
、

の
ど
筋
通
れ
ば
あ
っ
さ
を
も
、
早
忘
る
、
は
愚
か
な
る
人
の
心
の
常
の
く
せ
、
ま

た
一
首
を
ぞ
つ
ら
ね
け
る
。
あ
す
も
ま
た
狐
を
取
て
帰
ら
め
や
お
な
じ
尻
尾
を
束
ね
緒
に
し
て
)

-
帰
り
な
ん
、

い
ざ
、
鹿
児
島
に
、
定
而
人
々
待
つ
〈
毛
は
「
待
な
が
か
」
〉
ら
ん
と
、
あ
た
ま
の
上
を
お
し
な
で
¥
取
持
児
の

1

(乙
H
帰
り
な
ん
、

い
ざ
、
一
一
才
共
定
め
て
我
を
待
か
ぬ
ら
ん
。
既
に
心
を
以
て
狐
の
役
と
す
。
何
ぞ
帽
慢
と
し
て
独
か
な
し
ま
ん
。

己
往
の
い
さ
む
べ
か
ら
ざ
る
事
を
悟
り
て
、
来
者
の
可
追
事
を
知
る
。
実
に
道
に
ま
ぐ
れ
て
夫
い
ま
だ
遠
か
ら
ず
。
タ
ベ
は
夢
中
に
し



て
今
朝
は
醒
た
る
事
を
覚
ふ
な
ど
¥
い
ふ
に
是
非
な
き
糸
賓
の
昔
の
跡
を
か
い
な
で
、
見
れ
ば
、
只
ひ
と
も
と
も
残
り
な
く
、
枯
れ

て
尾
花
の
尾
も
な
し
ゃ
。
風
の
み
寒
き
ぼ
ん
の
く
ぼ
、
身
に
し
み
/
¥
と
恥
か
し
け
れ
。
さ
れ
ど
弐
疋
の
し
ら
が
首
、
賓
の
か
た
き
は

取
た
れ
ば
、
少
し
は
腹
を
す
へ
風
呂
思
ひ
出
て
も
口
惜
や
。
よ
し
糞
水
の
我
を
戒
め
、
此
以
後
は
下
緒
の
付
費
神
妙
に
取
仕
立
、

い
《
り

ざ
る
腕
立
を
や
め
て
、
親
の
諌
め
も
菊
の
花
、
さ
す
が
の
者
と
人
に
も
い
は
れ
、
家
の
ほ
ま
れ
身
の
ほ
ま
れ
、
取
持
児
の
j
)

No.2 

第
一
例
に
は
架
蔵
B
本
と
毛
利
本
と
で
異
な
る
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、
ど
ち
ら
が
古
い
形
か
は
判
断
し
が
た
い
。
第
二
例
か
ら
も
わ
か
る
よ

う
に
、
乙
類
本
は
「
帰
り
な
ん
い
ざ
」
に
引
か
れ
て
「
帰
去
来
の
辞
」
を
巧
み
に
も
じ
り
、
坊
主
頭
の
描
写
を
詳
し
く
し
、
兵
六
の
心
情
を

Vo1.21 

描
く
な
ど
、
大
き
な
増
益
を
加
え
て
い
る
。

2ωo 

章
段
の
後
半
部
で
は
、
毛
利
本
も
乙
類
本
と
同
じ
く
増
益
し
た
本
文
と
な
っ
て
お
り
、
架
蔵
B
本
が
古
い
形
を
伝
え
る
も
の
(
甲
類
本
)

と
考
え
ら
れ
る
。
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図 5

-
過
言
差
合
少
々
は
あ
る
と
も
、
詞
を
か
た
る
は
拙
者
が
持
前
、
嫌
ひ
も
し
聞
捨
に
し
て
被
下
ば
別
而
以
恭
存
る
と
、
偉
所
な
く
演
説
す

れ
ば
[
図
5
参
照
]
(
毛
・
乙
H

過
言
差
合
段
々
是
あ
り
、
親
に
た
、
り
子
に
た
h

る
事
少
し
〈
乙
は
「
少
々
」
〉
は
あ
る
と
も
、
た
、

る
は
も
と
よ
り
狐
の
持
前
、
言
葉
に
た
く
み
な
く
心
に
分
別
な
く
〈
乙
は
「
な
き
」
〉
は
又
兵
六
が
持
前
、
定
て
皆
々
〈
二
字
、

乙
に

な
し
〉
御
存
の
は
づ
な
れ
ば
、

い
づ
れ
も
腹
立
を
止
め
ら
れ
、
吉
野
に
化
け
た
る
を
見
て
麓
の
人
の
い
ま
し
め
と
な
さ
れ
、
狐
の
肉
の



よ
き
所
は
御
取
り
な
さ
れ
、
又
〈
乙
に
は
な
し
〉
あ
し
き
所
は
御
捨
な
さ
れ
て
、
塩
の
差
引
味
噌
の
加
減
、
各
の
御
心
次
第
に
な
さ
れ

た
る
が
よ
ろ
し
く
〈
乙
は
「
よ
し
」
〉
、
少
し
に
で
も
御
腹
中
に
か
な
ひ
、
む
ま
き
味
ひ
も
間
々
こ
れ
あ
る
な
ど
と
御
賞
美
に
預
り
、

抱
癒
夜
起
の
取
肴
に
も
も
て
は
や
さ
れ
、
粥
を
す
冶
む
る
一
助
と
も
な
ら
ば
、
わ
が
身
の
た
の
し
み
此
上
な
き
仕
合

〈
以
下
、
約
二

一
O
字
分
を
省
略
〉

飯
は
何
と
か
奈
良
茶
漬
、
塩
梅
よ
ろ
し
く
御
願
申
。
万
も
早
く
御
渡
し
な
さ
れ
と
、
少
し
も
樺
る
所
な
く
、
芳

に
進
ん
で
言
ひ
だ
せ
ば
〈
乙
は
「
進
み
出
て
演
説
す
れ
ば
」
〉

伊牟田:r大石兵六夢物語』の新出写本二種

「
甲
類
本
」
に
つ
い
て
の
再
考

「
自
序
」
と
十
七
の
章
段
の
本
文
を
細
か
く
比
較
・
考
察
し
た
結
果
、
毛
利
本
は
「
⑨
牛
わ
く
丸
」
と
「
⑮
狐
二
匹
を
捕
え
る
」
の
初
め
、

及
び
「
⑪
兵
六
の
帰
還
」
の
後
半
(
あ
る
い
は
「
自
序
」
も
)
は
、
後
の
補
訂
を
含
ん
で
い
が
が
で
、
古
い
本
文
を
純
粋
に
伝
え
た
も
の
で

-204-

は
な
く
、
そ
れ
ら
の
部
分
の
本
文
の
古
い
形
は
新
出
の
架
蔵
B
本
が
伝
え
て
い
る
と
判
断
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
従
っ
て
、
前
稿
で
毛
利
本
を

直
ち
に
甲
類
本
と
し
た
の
は
妥
当
で
は
な
く
、
毛
利
本
と
架
蔵
B
本
を
併
せ
考
え
て
再
建
さ
れ
る
修
訂
前
の
本
文
を
甲
類
本
と
す
る
の
が
正

し
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

毛
利
本
は
書
き
入
れ
や
貼
紙
・
別
紙
に
よ
る
修
訂
を
多
数
含
ん
で
お
り
、
こ
の
よ
う
な
修
訂
を
経
て
整
え
ら
れ
た
の
が
乙
類
本
で
あ
ろ
う

と
、
前
稿
で
推
定
し
た
の
は
大
筋
に
お
い
て
誤
り
で
は
な
い
が
、
長
い
伝
来
の
過
程
で
脱
落
・
逸
失
な
ど
の
事
態
が
生
じ
、
修
復
の
作
業
の

中
で
異
な
る
本
文
が
混
入
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
が
は
貼
紙
や
別
紙
が
該
当
す
る
本
文
以
外
の
場
所
に
移
っ
て
い
る
こ
と
も
多
く
、

終
わ
り
の
数
丁
に
は
乱
丁
も
あ
り
、
修
訂
案
の
書
か
れ
た
別
紙
が
誤
っ
て
綴
じ
込
ま
れ
た
り
、
逸
失
し
た
部
分
を
他
の
本
で
補
っ
た
り
し
た

」
と
も
あ
っ
た
か
と
推
測
さ
れ
る
。

で
は
、
架
蔵
B
本
の
前
半
の
約
三

O
丁
ほ
ど
が
乙
類
本
、
残
り
の
約
三
八
丁
ほ
ど
が
甲
類
本
の
本
文
で
あ
る
こ
と
は
、
ど
う
考
え
た
ら
良



い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
問
題
を
考
え
る
に
当
た
っ
て
注
目
す
べ
き
こ
と
が
二
つ
あ
る
。

一
つ
は
、
「
①
二
才
た
ち
の
評
定
」
の
冒
頭
に
は
「
大
石
兵
六
夢
物
語
」
と
内
題
が
あ
り
、
「
②
吉
野
狐
の
作
戦
会
議
」
か
ら
「
④
重
富
一

眼
坊
」
ま
で
の
各
章
段
の
冒
頭
に
は
「
こ
と
書
い
て
章
段
の
初
め
を
明
示
し
て
い
る
が
、
「
⑤
茶
屋
女
の
抜
け
首
」
以
下
の
章
段
の
冒
頭

に
は
何
も
書
か
ず
、
代
わ
り
に
「
④
重
富
一
眼
坊
」
以
下
の
各
章
段
の
終
わ
り
に
「
此
問
絵
有
(
あ
り
)
」
ま
た
は
「
夢
物
語
一
一
(
一
一
一
、

四

No.2 

終
)
」
と
書
い
て
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
三

0
丁
目
は
「
④
重
富
一
眼
坊
」
の
中
間
に
相
当
し
、
章
段
の
切
れ
目
の
示
し
方
の
違
い
と
本
文
の

系
統
の
変
わ
り
目
と
が
重
な
っ
て
い
る
。

Vo1.21 

い
ま
一
つ
は
、
毛
利
本
の
見
せ
消
ち
・
傍
書
・
書
き
入
れ
・
貼
紙
・
別
紙
な
ど
の
修
訂
と
本
文
と
の
関
係
で
あ
る
。
架
蔵
B
本
の
初
め
の

2明。

乙
類
本
に
近
い
と
し
た
部
分
で
は
、
修
訂
さ
れ
た
形
が
本
文
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
(
二
の
②
の
間
)
が
、
後
の
毛
利
本
に
近
い

と
し
た
部
分
で
は
、
毛
利
本
の
修
訂
さ
れ
た
形
が
乙
類
本
の
本
文
に
な
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
架
蔵
B
本
の
本
文
に
な
る
こ
と
は
な
い
(
二
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の
⑤
⑧
⑬
⑭
参
照
)
。
と
こ
ろ
が
、
④
の
「
皮
紙
半
紙
百
田
の
神
〈
毛
の
傍
書
は
「
紙
」
〉
」
(
毛
の
も
と
の
本
文
は

「
尻
の
ご
い
紙
」
)
、
⑤

の
「
す
き
の
不
老
豆
な
す
び
た
ち
は
け
」
(
毛
の
も
と
の
本
文
は
「
是
を
聞
く
よ
り
も
」
)
、
「
最
上
川
に
は
あ
ら
ね
ど
も
」
の
見
せ
消
ち
、
以

上
の
三
か
所
は
、
修
訂
の
形
が
架
蔵
B
本
の
本
文
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
も
め
)
⑤
の
あ
た
り
に
テ
キ
ス
ト
の
問
題
が
あ
る
こ
と
を

示
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
を
も
と
に
考
え
る
と
、
架
蔵
B
本
は
、
前
半
と
後
半
と
を
異
な
る
本
に
よ
っ
て
書
写
し
た
か
、
前
半
の
み
修
訂
し
た
段
階
の
本
を

書
写
し
た
か
、
前
半
を
逸
失
し
他
の
本
で
補
っ
た
(
ま
た
は
、
補
っ
た
本
を
書
写
し
た
)
か
、
そ
の
い
ず
れ
か
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
い

ず
れ
に
し
て
も
混
成
本
で
あ
り
、
誤
写
・
誤
脱
も
か
な
り
あ
り
、
必
ず
し
も
善
本
と
は
言
え
な
い
が
、
毛
利
本
を
補
う
と
こ
ろ
が
あ
る
と
い

う
点
に
お
い
て
注
目
す
べ
き
本
と
見
て
良
い
。
甲
類
本
の
系
統
の
写
本
が
更
に
見
出
だ
さ
れ
る
な
ら
ば
、
「
恰
顔
斎
が
持
出
せ
る
所
の
大
石

こ
そ
i
昔
を
返
す
言
の
葉
と
や
言
は
ん
」
と
「
自
序
」
で
称
え
た
本
(
中
神
恰
顔
斎
本
)
と
甲
類
本
と
の
関
係
も
含
め
て
、
新
た
に
考
え
る



と
こ
ろ
も
あ
ろ
う
か
と
期
待
さ
れ
る
。

注

1
)
「
『
大
石
兵
六
夢
物
語
」
の
写
本
」
(
国
語
国
文

薩
摩
路
・
お
号
H
平
成
六
年
三
月

(注
2
)
前
稿
で
は
、
早
稲
田
大
学
、
日
本
大
学
(
冊
子
仕
立
て
。
題
婆
は
「
兵
六
物
語
」
)
、
セ
イ
カ
食
品
(
巻
頭
を
欠
く
)
の
三
本
に
よ
っ
て
、
「
大
石
兵

六
夢
物
語
」
と
の
関
係
を
論
じ
た
。
平
成
十
年
十
一
月
の
東
京
古
書
展
の
目
録
に
新
た
な
一
本
が
出
た
が
、
現
蔵
者
は
不
明
。
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(注
3
)
⑬
の
初
め
と
⑫
の
後
半
と
で
は
隔
た
り
が
あ
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
前
述
の
よ
う
に
⑬
の
初
め
に
は
乱
丁
(
打
丁
は

η
丁
の
後
に
あ
る
べ
き
も
の
)

が
あ
る
の
で
、
現
在
の
毛
利
本
の
配
列
で
言
え
ば
、
次
に
一
不
す
よ
う
に
、
別
紙
綴
じ
込
み
以
降
が
後
の
補
訂
を
含
ん
で
い
る
こ
と
に
な
る
。

η
丁
H
⑬
の
末
尾

o
nウ
は
絵
。

η
・
九
丁
H
⑬
の
途
中
(
抜
い
て
う
し
ろ
に
)
か
ら
⑬
の
末
尾
ま
で
。
九
ウ
は
絵
。

百
丁
H
⑫
の
冒
頭
か
ら
「
折
ふ
し
に
」
ま
で
。

牢
別
紙
H
お
丁
を
、
つ
け
る
(
た
だ
し
「
折
ふ
し
に
」
は
重
複
)
。

*
m
m
T
H
別
紙
の
最
後
を
う
け
、
花
丁
に
続
く
。

本

η
丁
H
⑬
の
冒
頭
部
。
「
抜
て
後
ろ
に
」
は
重
複
し
て
い
る
が
、
月
丁
に
続
く
。

*
刊
川
・
乃
丁
H
祁
丁
の
後
を
う
け
、
乃
オ
で
物
語
の
本
文
は
終
わ
る
。
乃
ウ
は
空
白
。
初
丁
か
ら
「
自
序
」
の
本
文
が
は
じ
ま
る
。

(注
4
)
毛
利
菊
枝
氏
(
正
直
か
ら
四
代
後
の
正
彰
氏
の
夫
人
。
正
彰
氏
の
父
上
は
魔
城
館
本
の
奥
付
に
「
著
者
相
続
人
」
と
あ
る
毛
利
元
永
氏
)

(
平
成
元
年
一
月
二
六
日
)
に
よ
る
と
、
傷
み
が
ひ
ど
か
っ
た
の
で
、
自
分
で
裏
打
ち
な
ど
の
補
修
を
さ
れ
た
と
の
こ
と
。
ま
た
、
借
覧
さ
れ
る
こ
と
も
多

か
っ
た
よ
う
で
あ
り
、
そ
れ
以
前
に
も
人
の
手
が
加
え
ら
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
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